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；ること

【、池　良太郎

を完走したりし

スポーツをしの

曇動好きでした。
－ツクラブに付

バイトでゴルフ

年間は大学の授

イト先に行って、
－ルを打ったり、

ウトレーニング

テロになりたいと

23歳の時、大

ウターの資格試

テ薗めた貯金でフ

手に行きました。

吾をしたり・・・、

短い期間でした

予でも大事な財産

その時に出会っ

）ゴルファーとL

tません。

三すが、ゴルフに

手など、今でも僕

）を多く学ばせて

くトラクターとし

のトレーニング、

まありますが3年

萬栗が出始めて、
、景ものがようや

軽くつかめてきました、さあこれからだ！上そんな風に毎日が充実してきておりました。

そんな矢先でした。26歳の頃、最初に

腰背部痛が発症しました。ゴルフというス

ポーツは左右非対称の動きなので、体のバ

ランスが歪み易く、腰痛などになりやすい

故障の多いスポーツといわれています。整

形外科で診てもらったときも、「過度のゴ

ルフで筋肉に疲れがたまって痛みが出たの

だろう。ヘルニアなどではをいから、少し

練習を控えて体を休ませれば痛みも引くは

ず・・・。」というものでした。

たしかに、しばらくすると痛みも消えて

練習を再開することができました。ところ

がしばらくすると、また腰背部に最初より

強い痛みが出るようになりました。病院に

行ってもまた同じ診断で、患部に電気を当

てて湿布をもらって帰ってくる・・・とい

うものでした。

そのうちに、痛みの異変に気づきました。

筋肉的な痛みだと診断されて、自分でも疑

うことばなかったのですが、腰骨というの

でしょうか、腰の横の出っ張りが触るだけ

でもひどく痛むのです。普段ズボンを履い

ていても、歩くとそこが少しこすれる感じ

になってひどく痛いのです。ここは骨とい

うか皮で、筋肉はない筈なのに・・・。

そして徐々に、少しずつ、痛みが体の各

部に広がっていきました。最初に痛みが出

てから3－4年経つ頃には、腰背部の痛み

はもう慢性化していました。触るだけで強

い痛みがある箇所も体中に広がっていきま

した。頚椎から脊椎、腰椎にかけて、ごつ

ごつしているところを触ると飛び上がるよ

うな痛みが日常的にありました。鎖骨の両

端も同じでした。痛みで腕の上げ下ろしも

きつい状態になってきました。椅子に座っ

ただけで坐骨が痛んで、何でだろうと思い

ました。肋骨全体から胸骨も1年以上ひど

い痛みでした。少し深く息を吸うと、胸部

全体に渡ってきしむような強い痛みで、咳

やくしゃみをするとしばらくその場にうず

くまってしまう激痛が襲ってきました。

咳、くしゃみは今でもかなり激痛ですが、

もう慣れてきたようです（笑）。

痛みの発症から5－6年経つ頃には、自

分のゴルフはほぼ出来ない状態になってい

ました。仕事でレッスンのときに、身振り

手振りでレクチャーすることはありました

が、しっかりとしたスイングはとても出来

るような状態ではありませんでした。

日常生活にも支障が出始めていました。

まず背中が全く曲がらないようになってし

まったような気がしました。痛みでかばっ

ていたためかと思いましたが、反ることも

出来ない感覚でした。靴下がふつうに履け

なくなって、他の着替えや入浴時も、痛み

と動きにくいことで、時間がかなりかかる

ような状態になっていました。

歩くのもぎこちなくなり、スムーズに

足を運びにくく感じるようになりました。

走ったりジャンプしたりも、痛み、こわば

りで出来なくなっていました。寝るときも、

うつ伏せになれなくなってきて、平らなと

ころに仰向けに承るのが辛くなり、背中と

首の下にクッションを入れるようになった

り、側臥位で寝るようになり始めたのもこ

の頃からです。

実際、整形外科をいくつも訊ねました

が、「ゴルフが原因で、腰痛から体中に痛

みがあるのだろう」という診断ばかりでし
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≒　Tもしこのま

今の仕事は続け
一貫格でも取って

＿　と、宅建（宅

賞蕗試験にチヤ

鳥を資格かもよ

書店の「資格」
Iた資格だったの

みました。痛み

たのでしょうか、

‡裳で合格できま

れなくなっても

三こかで漠然と、

元の運動ができ

ノた。「痛いしう

今は我慢しよう、

いればきっとい

フもできるよう

う自分に言い開

娃ありませんで

）頃には（今でも）、

ニいるような強い

こか笑顔で冷や汗

［事をこなしてい

我慢して、なん

こら

こふと一歩足を踏

こない、腰背部に

Eりました。体中

「うっ」と思わず

〕ましたが、ゴル

フスクールの生徒さんたちがいる申そんな

わけにもいかず、数十秒倒れないように固

まっていました。

なんとかその日の仕事が終わり、家に帰

りましたが、その頃住んでいた部屋が集合

住宅の4階で階段しかなく、元気な頃は1

分で、この頃には5分くらいかかっていた

ところを、この日は30分かけて上がった

のを覚えています。残念でしたが、「これ

はもう明日から仕事を休まざるを得ない。」

と思ったのでした。結局、仕事はその後少

し経って、退職することになりました。

翌日からも、その「雷」のような激痛と

の戦いでした。横になる、起き上がる、足

を踏み出す・‥、体を動かすすべての動

作を注意深ぐ慎重にしていても、「雷」は

昼夜を問わずちょっとした拍子に容赦なく

襲ってきました。恥ずかしいのですが、歯

を強く食いしばるのと悲鳴が出てしまうの

で、タオルをくわえて耐えていました。も

ちろん体中には、今までの慢性的を痛みも

びっしりと張り付いています。

24時間、常に電流のような痛みに身構

え、体中の痛みに耐えているだけの生活で

した。

横になることが殊の外辛く、無意識に体

を動かすと激痛がきたりするので、眠るの

か怖く、夜はソファに座った状態で、ほと

んど眠れない睡眠をとる生活でした。食事

をするにも、茶碗、箸を持つことでさえも

痛みでままならず、箸を口に運ぶのにも厭

になってしまうくらい時間がかかるので食

欲も減少、酷い時は1か月で15キロ近く

体重が落ちてしまいました。

歩くこともままならず、ほとんどを家の

中で過ごしました。近所に外出した折、大

／単 ∴ ∴ �� �� 

「 ∴∴∴－「 r獄；≡；京， 霊 ��� � � 
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今からコースに出ます目

通りの横断歩道を渡るとき、横断中に激痛

がきたらどうしよう、この歩く速さでは信

号が青のうちに渡り切れないかもと怖くて、

30分以上渡るのを躊躇したことも度々あ

りました。

「頑張ろう、頑張ればきっといいことが

ある・・・。」とはもう思えなくをりまし

た。この体の状態にどう対処していいか分

からないし、先も全く見えないし、こんな

時は大方の人がきっとそうであるように、

「一生このままかもしれないなあ・‥」と、

悪い方にしか考えることができませんでし

た。

正直、心が完全に折れていました。「こ

－43－



P二王、単腫γるγ

豊、噂1寵遊軍働

き、時は去削SV

十年10⊇tl立γ

を、1⊇！1巻妻ユ

ー壬、今ネ今、生鮮単

三ネ今野、工程与

圧寧日蛋⑦邁諜

宣誓らしへネ「噂g

クエ迎萱草喜劇製

革＼ニー京平＼ユ

・千着⊂聖　塾鮮

璃　○上巻＼1苗雷

鳴車墓⑦6割

芸1ニー弱毒瓢罰

i立坪つ包立も）

埜課潮目⑦去
・・・、ゼ〔ギ1

卜⑦孝叫聖二倒′轡

鮮挙聖〔ギ老妻

G凌〉1艶牟ユ

茸、0凌コ生憎～

老害コYg＼1工

手ユ敏雄」＼ネ合

掌3回＼雑考

1拳Q聖ニー申⑦

蟄高Yと軍部怒ネ

！年子・・・Q郵

⊂馨圃聞艶詳しへ

し合ユ‡生年1国難

弓牟工学凝正喜

1皐鞍上1邪告

邑晒らし単排撃

○（菖）

－ウサー

孝1立「e掻SV凌数百」削背離の遠縁

○⊇1葦Q葦鞘樽繋闇の育苗丁

拝、QY＼ノ喜叢築つ傾度円噂話戟畢挽、老

親玄舞鶴′Jt′ィ、車灘轡＼車線数町
○老1⊇｛Q＼韓ほ叫「卓

二や士軌へ澄、ら嘉、生身叫1（老母⑦g聖つく

ネコ、今寺ネ⊂程0半も弓、単〔乞隷管玉共謀
＼1、へ聾羊ほっg報、削坪山主軸縁者SV程

立、‥・管玉0妻⊂阜鮮〔虻慢聖主導型

孝1ネγさi、弓聾＼へ弓〉管玉私へ苗、今野

聖γココ煙弓、堂島ゝ単連、、↑聖母1（老母⑦g

市田で一難弓母堂聾⑦駒と回避⑦ココ時C
O〕tl

茎、今上自製￥を立案目⑦コ玄ネコ聾γ乞、1
、コ煙毒攫畔掛圭⑦Y誓老〉睦五十ィ、そ

○阜茎、今上老蔦を⑦耳、今上1（主著

こら京島停圃毒舌暮し1婁コ雌輝／藷蛾〇三t

l掌〔煙毒露鮮呼野コ梱、ユQ轡〉去￥牟

王者樽腫灘⑦車掌g撃つ時ぎ1Y、！q卓立

艶聞割I主事曇5時碁目立程聯準／業蛾
〇三！1葦

云ユこも鮮日⑦謬SV堆（L）孝允q貴報
、Lq〔ギ1立、孝⊂詔、15〉鴻関頭Zユ1去

○老1立・ネコ‘、1言合貸主SV沌皆

目こ高皆丁拝、好の孝、議　半切ユ1去
○耳1葺妻

雑考、生唾謹呈し生年課豊「〇・・・〔半合母

弓責苛コほ凹型〉凌ネコg上聞藷老輩恕ユ

1韻ユ1去＼つは半生要弓革つ時を煽0

詳密弓喜聖＼＼生1聾を三軍は0妻⊂削ネ↑

凌重工1叢繋」＼喜詳耳、1ユ亭主玄QネG

を立XVH＼嬰墓ネ育苗丁♯コ慨⑦後略
○王立⑦

孝1、1艶等玄鴎圭⑦叢築コ樹罰嘉￥京￥削
、〉シ〔弓程土語つ帰営丁♯覇劇毒⑦SV

、ユ1去○⊇tl葦1甑玄聞灘轡罰g素立ゝ年輩

繋⑦劇童、）既玄輩⑦営鄭五十みせユ⊂単

二倦、樽卓立⑦老⊂噂凌草生し他者1単動

尊母掛合エコ値ユ敏雄⑦去詳葦γ乞言合

○老1葦　難コ堕好

で煙草S⑦「〇・‥ユ＼1竣q苗羊ほ削叫

＼1ユC、qq〉宣言⊂忠＼弓、臥1聾官報電工

〉課程ユ蛸古さ申甘藷」、「貸主聖歌立＼今蛍雪

累」＼「g聾コ憎樽盟臨」、詳老○⊇tl⊇＿γ

亙茎OYニー宜0巻雲削謹呈⑦市営、立⑦詳
⊂隷闇塾⑦並叢生程立常呂〔し生者「〔，噂⑦

孝⊂隷甑華⑦皆野⑦秘曲削呼野⑦コ」○⊇t

l立⑦老母掌雷鮮卦鵠血管聖鮮暑轡＼コ橿

琶⑦劫の専日工四堆、ユ⊂報〉諜車O T5

時土田鮮呼野＼鮮詳1立γ車掌　噂q程

噂⑦聖皆野聖γ者、食、単⑦捻圭聖γる

「〔，′エ〆高士卒レオ考量壬4庄吉」

○⊇tl雲母ヱ5時割⑦去、ネ「、1聾叫1（去噂

営堂〔＼今ネ楽誹豊剖畢艶草根つ弓孝1、単1

牟」○⊇白雲、15電工後妻隷詳しへユ㌢凝玄博

席雛轟々聖＼弓噂掌⑦Y歯牙、今上母〉ユ1

理や玄珪⑦勅令5時ユ1離頚玄垂丑、土山

〉土で八匹怪ネ年回玄垂⑦約5、単画⑦帝京
＼日管聖者＼工、畿る鞠車夫樽鵠甑凌γ去

○〕tl掌、1ユ⊂凌

〉聾弓、単申⑦約二侍若潮輩⑦∠4伍潜ま
○⊇tl拳ヽ1工を

妻妾ネコ聾γ去「〇、八年　ユcc聾　者∈聖

⑦＼↑聾弓凌〉熟年呼野〇、へ聾程〉芽0範型
、1、へ聾叫避難〔忠ユ1軽コ惰野望γつ、↑

凌弓、単烏⑦逆」「〇三t⑦聖草単身閏推考⊂去

噂をコネ壷と二伸⑦前章鳩目、gt燭で中年

老輩黙コ噂誕コ懐手朝飯孝芝責苛＼1＼↑聖

云立羊ほっ〉、今上責市立Y一割五滴甑⑦



ました。そして、

きてもらうべく、

鞠をお願いした

霊、FAXでや
‾診察してみな

が、あきらめた

に、そして沃し

前向きに生きら

い言葉をいただ

；、井上先生ご白

でした。

；ったでしょうか、

〇日がやってき

一重車で1時間弱

；車の振動がとで

が響き続けまし

きには相当ぐっ

、ます。

巨編知識を元に、
；考え続けていま

iみから抜け出せ

清、らずにこんな

）、ちゃんとした

Iする・・・、で

；ることはないし、

iもっと幸いこと

「、思いは千々に

′トゲン撮影を絡

ま葉書へ入り、井

†÷
ノl、＿こ

しSだね」でした

（笑）。

脊椎から仙骨まで骨の周りを覆う靭帯が

骨化して強直しているのを、レントゲン写

真で教えてもらいました。その他の部分も

強直しかけていることもわかりました。聞

いた瞬間はほっとしたような、ああ、やっ

ぱり・‥とがっかりしたような、安堵感

と落胆が入り混じった不思議な感覚が自分

の中にありました。

ただ、同じ病気の井上先生と話をしてい

ると、「初めて自分の辛さをわかってくれ

ている人に会えた。」という気持ちでいっ

ぱいになり、失礼かもしれませんが、と

ても嬉しくなり勇気みたいなものが湧いて

きたような気がしました。そんなプラスの

感情になれたのは本当に何年振りだったで

しょうか・・・。

その日は湿布と痛み止めのロキソニン㊥

（今でもこれです）をいただいて、順天堂

医院を後にしました。

帰りの電車もきっと朝と同じ振動だった

と思います。だけど、朝より体に響く痛み

が軽くなったように感じました。自分の中

で、本当に、本当に少しではありますが、

前向きな意味での「さあ、これからどうす

るか」という気持ちが芽生えていました。

診察の翌日からリハビリを始めました。

今まで、痛いときは痛い部位を動かさない

方がいいという一般的を考えの元に生活し

てきましたし、それを疑うこともありませ

んでした。しかし、皆さんご存知のように

ASはそうはいきません。痛くても動く部

位は無理しない程度にどんどん動かす、ど

んどん動かすことによって少しでも強直

のスピードを遅らせられるように、頑張ら

なくてはなりません。もう何年も痛みを我

慢して必要最低限の動きで生活してきたの

ですから、どんどん動かすといっても動く

はずの部位も最初は動きません。イテテテ

テ・・・と言いながら本当に少しずつ、少

しずつ固まった筋肉を動かすように必死で

した。

ロキソニンを常用し始めたおかげで、

100あった痛みは50－60ぐらいに抑

えることが出来るようになりました。腰背

部に電流のような痛みはまだ時々襲ってき

ましたが、一時よりば頻度が少なくなって

きました。痛みに注意しながら体を動かす

ことには変わりはありませんが、動かして

も悪くなる心配がない分、いえ、悪化しな

いために動かすという、前を向いた痛みな

んだと自分に言い聞かせて、リハビリに励

みました。腕を上がるところまで上げてみ

たり、回してみたり、屈伸もどきをしてみ

たり・・・、散歩も始めました。
一歩一歩慎重に踏み出しながら、ぎこち

ない動きと痛みですぐ疲れてしまい，5分

歩いては休み、また5分・‥と，家の近

くを歩きました。毎日続けるうちに、段々

と長い時間と距離を歩けるようになってい

きました。

病気が判明する前よりは気持ちが楽には

なりましたが、同時に落胆と不安もありま

した。自分がASであるということをしっ

かりと受け止め理解して、受け入れる準備

がすぐには出来ませんでした。「痛み、こ

わばりの原因は分かった、限られてはい

るが、対処の方法も分かった。だけど、病

気の原因は分からず根治療法もない。体が

今の状態より良くなることはなく、進行し
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）姿を見せるの

、ていましたが、

受夫婦と会い、

重任脊椎炎であ

その中で、「動

シフできるじゃ

こもいなかった

していないし、

ニゴルフは出来

それが当然だ

／どで観たりは

／－するなどと

きした。

三分の中ではな

たるように、そ

するためのリハ

十三の動ける体

ごまだ病気は進

ゴルフなんか

」に話しながら

とんをに幸せだ

ましていました。

三友人は察した

巨畜場に行こう」

ら俺は打てない

しぶりにスイン

と冗談を言いな

た＝

気、ボールを打

悔しがったりし

描いて飛ぶたく

する風景・・・、

当たり前だった

光景が、目に飛び込んできた瞬間に、自分

の中で何か蓋が外れたような気がして、「ま

たプレーしたい」という気持ちが一気に

あふれてきました。でも躊躇する気持ちも

あって、しばらくは友人夫婦が打つ姿を眺

めていました。

そして、「ちょっと打ってみたら？」と

友人に言われたので、友人の奥さんの7番

アイアンを持たせてもらいました。「女性

用なら軽いから振れるかな？」と思いまし

たが、久しぶりに持つクラブはとても重く、

振れないようを感じがしました。

クラブを握り、左右にほんの少し動かし

てみました。首、肩、背中・・・、いろん

な部位がきしんで痛みます。でも、クラブ

を動かすことができました。「これでボー

ルに当たれば少しなら飛ぶかもしれない」

と思いました。「クラブとボールが当たっ

た時に、その衝撃が体に響かないだろう

か？うまく当たらずに地面を叩いてしまっ

たら、酷いことになるんじゃないか？」そ

う思いながらも、ボールを打ってみたいと

強く思い、クラブを支えにしてしゃがみ、

ボールをゴムのティの上に乗せました。．

クラブヘッドをボールに合わせ、構え

ました。初めてコースに行ったときの1番

ホールのティショットを打つときと同じく

らい緊張しました。

「当たるかな、痛いかな、出来るかな、やっ

ぱり無理かな」

手首を使ってクラブをゆっくり右に動か

し、腰の高さくらいまで動いたら今度は左

の腰の高さまでゆっくり動かしました。「ポ

コン」という音がして、力のない低い打球

が30ヤードくらい先へ落ちた後、ころこ

ろと転がっていきました。総飛距離は50

ヤードほどだったでしょうか。打ったと

いうよりも、ボールとクラブがぶつかった

という表現の方が正確かもしれません。で

すが、この時のうれしさを僕は一生忘れる

ことばをいでしょう。「またゴルフができ

る！」これなら、うまくいけば10打以内

でグリーンに届いて、パターして・・・と

考えたら、こりゃコースで回れる、早くコー

スに行きたいと、1球打っただけでなんと

も気が早いのですが、「コースデビューが

今の第一目標」と決めてしまいました。

飛距離やスコアよりも、自分でクラブを

握ってボールを飛ばせたというこの瞬間の

感激が、再びゴルフが出来るという喜びが、

自分の中の何かを変えた、モヤモヤしてい

たものが一気に晴れた、そんな気持ちにさ

せてくれたのでした。

こんなふうにして、2006年、35歳

の時、第二のゴルフ人生がスタートしまし

た。

そして井上先生に、ゴルフをしても大丈

夫かどうか伺ったところ、「してもいいけ

ど準備運動をたっぷりして、無理な動きは

しないように・・・」と、許可をいただき

ました。

ついに、リハビリとしてのゴルフの練習

が始まったのでした。クラブを数本持って

地元の練習場に通い、手すりにつかまりな

がらようやく人気のをい二階の打席に上が

り、人に見られたくないので一番奥の打席

に行きます。準備体操を入念にして、ゆっ

くり素振りをしてからボールを打ち始めま
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事、自分用のス

‡りました。そ

レフが出来るこ

らりませんでし

＿要の体の動き」

こ当たらなかっ

霞があったりし
‾動かない体の

。徐々にボール

にりしました。

めるきっかけを

藷に、「ASゴ

ビュー」の日が

－ド．から約2

か月、この日のために毎日リハビリ練習を

してきました。天気も良く、上手く出来た

り出来なかったり・・・、でも、すべてが

楽しくてゴルフが出来ることのありがたさ

と幸せを満喫した、本当に夢のような一目

でした。

僕にとってゴルフは、体のリハビリ以上

に心のリハビリとして、とても大切なもの

だと実感しました。

2006年（平成18年）5月16日、

第2種5級・体幹機能障害の身体障害者手

帳の交付を川崎市より受けました。

「身体障害者」、自分がをってみると、そ

れは最初複雑な気持ちがするものでした。

けれどすぐに、自分の体の状態を考えたら

当然なのかなと、受け入れることができま

した。そして、以前に身体障害者のゴルフ

大会を何かの記事で読んだことを思い出し、

ネットで検索したところ、様々な障害者の

ためにゴルフを出来るフィールドを国内で、

そして世界各国と協調、連携して提供して

いる「日本障害者ゴルフ協会」なるものを

見つけ、きっそく連絡を入れてみました。

活動内容としては、毎月関東近郊で開催

される月例会、年に数度地方で開催される

公式大会、海外の障害者ゴルフ大会への遠

征、そして、メイン競技となる、海外の強

豪選手も来日しての障害者ゴルファー日本
一を決定する「日本障害者オープンゴルフ

選手権大会」の開催など様々をものでした。

参加者は、ゴルフを通じて楽しくリハビリ

を目的とする方から、本格的な競技意向の

方まで色々ということでしたが、まずは6

月に茨城で行われる月例会に参加すること

にしました。

自分も障害者ながら、障害者ゴルフを実

際に見ることは初めての経験でしたが、上

肢切断、下肢切断、片麻痺のゴルファー・・・

と、いろんな障害の方がいて、片腕で、片

足で、半身麻痺で、信じられないくらいク

ラブをうまく使ってボールをキレイに打っ

ている姿を見て、驚きと感動と勇気をも

らいました。後の大会では、車いすのゴル

ファーもいる事に驚きました。

障害を抱えながら、そんなプレーが出来

るまでにどれだけの事を努力してきたんだ

ろう、健常から障害を抱えるようになって、

体の事はもちろん気持ち的にも計り知れな

い苦悩があったのだろうけど、ここにいる

人たちはその苦悩を乗り越えて、今ここで

あんなに楽しそうに笑っている、自分もこ

んな風に笑えるようになりたいと強く思い

ました。

そして、楽しかった障害者ゴルフ月例会

の帰り道、自分も健常だった頃とは程遠い

体に在り、いつまでゴルフができるのか分

からないけど、ASと一緒に出来るところ

まで頑張ってみよう、今の自分に出来るこ

とを一生懸命やって、どこまでいけるのか

チャレンジしてみよう、何よりも、またゴ

ルフが出来るという幸せを、当たり前だと

思わずに感謝して、一目一日を悔いのない

ように生きていこうと心に決めました。

そして次の目標は4か月後、10月末に

行われる障害者ゴルファー日本一を決める

大会、「日本障害者オープンゴルフ選手権

大会」への出場に決めました。

それからもほぼ毎日リハビリ練習を続け

ました。「障害者日本オープン」には、全

国、そして海外からも強豪選手が参加しま
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‾仕事も探して

匿って自分にで

裏したが、満員
、無理だし、座

も無理・・・、

ようをことが全

市か仕事に就け

愛護するだけで、

言の存在になる

乗ることよりも、

てしまい、なか

できませんでし

まれば・・・と、
一㌧れませんが、

にも承らない事

そんなある日、学生時代からの付き合い

で、僕が現在無職であることを知っている

方から連絡があり、「もし小池君が良けれ

ばウチの会社で働いてみないか」とのお話

をいただきました。それは家のすぐ近く、

車で5分のところにあるゴルフ場の仕事で

した。自分も大好きなゴルフに携わる仕事

が出来ることは願ってもないことでした。

今までの知識、経験も少しは生かせること

ができるかもしれません。しかし、その方

の紹介で働くことになるとすれば仕事が

出来ない場合にその方に迷惑をかけてしま

います。それは嫌だったので、正直に自分

の現状を話しました。

「働く機会を頂けることは大変感謝して

いますし、精一杯働かせていただきますが、

体は今も楽を状態ではなく、これからも進

行してこの先どうをるかもわかりません。

期待していただく最低限のことも出来ない

かもしれないし、やっぼり無理で辞めるこ

とになるかもしれません。辞めないとして

も職場でお荷物になるかもしれないし、そ

うなったら迷惑をかけてしまいます。」す

ると、「とりあえずやってみて、無理そう

ならそこでまた考えればいいじゃないか。」

という言葉をいただきました。

そして2006年の秋、ほぼ1年ぶりに

社会復帰をすることができました。職場の

皆の協力のおかげで、現在もこの仕事を続

けていられます。自分で出来ることは多く

ないけれど、仕事があることに感謝して、

少しでも役に立てればと思いながら、週5

日仕事に通っています。

そして、僕にとって障害者ゴルファー

として初めての競技大会、「第11回日本

障害者オープンゴルフ選手権大会」の時が

やってきました。場所は千葉県の「真名カ

ントリークラブ・ゲーリープレーヤーコー

ス」でした。やれるだけの練習はしてきた

つもりですが、試合でどうなるか不安でし

た。

この大会は日本で唯一、2日間の競技日

程で行われます。競技初日の前日には前夜

祭が催され、海外選手や国内のいろんな選

手たちと障害者ゴルフの事、自身の事など

いろんな話を聞くことができ、有意義を時

間を過ごせました。宿に戻り、普段使って

いる低反発の厚めのマットレス、背中の下

に沓曲に合わせるために入れるクッション、

タオル、枕などの大荷物を出してベッドに

セットして、痛み止めを飲んで横になりま

したが、その夜は緊張してなかなか寝付け

ませんでした。

初日の1番ホール、僕のスタート時間が

ついにやってきました。

藤が震えて、緊張しているのが自分でわ

かります。「ゴルフで緊張することができ

るなんて、やっぱ幸せだ。」と思いながら

打った第一打は左の林へと消え、OBとな

りました。こんを風にして2006年10

月、僕の障害者ゴルファーとしての試合デ

ビュー戦はOBから始まりました。しかし、

試合が進むと予想に反して自分でも不思議

なくらい、いいプレーが出るようになり、

上位で初日を終えることができました。

2日目のプレーもいい緊張感を持って

集中することができて、終わってみるとな

んと準優勝することができました。優勝は

オーストラリアのジェフ・ニコラスという、

障害者ゴルフ界では有名な選手だそうで、
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葦しんで頑張っ

う、思い上がり

この皆は自分の

事き合ってゴル

蘭単に出来る

計ります。どれ

こ、乗り越えて、

つたのか・・・、

萱を乗り越えて、

る事実は一緒で

自分はひとり

Dはそういった

哀詩ちにさせて

くれました。勿論、前向きになれない時も

ありますけど・・・。

2006年の障害者ゴルフ競技初参加

から始まった僕の障害者ゴルフですが、

2007年は3月に沖縄で行われた大会で

5位、5月の片麻痺障害がメインの「片麻

痺オープン」で障害総合の部で2位、10

月の茨城での「日本障害者オープン」で4

位、2008年、3月に鹿児島の大会で障

害者ゴルフ初優勝をしました。5月の「片

麻痺オープン」でも障害総合の部で優勝、

そして10月、鹿児島・知覧ccで悲願の

「日本障害者オープン」初優勝をすること

ができました。2009年、5月の「片麻

痺オープン」障害総合の部で優勝、10月、

2008年と同じ鹿児島・知覧ccでの「日

本障害者オープン」で連覇を達成しました。

2010年、3月に高知での「九州・四

国オープン」で優勝、5月の「片麻痺オー

プン」障害総合の部で優勝、8月には「障

害者ゴルフフレンチオープン」に初めて

日本代表メンバーとして渡仏、8位タイ

に入ることができましたが、世界のトップ

プレーヤーとの間にはまだまだ隔たりがあ

ると痛感しました。そして10月、僕の初

参加の時と同じ会場となった千葉の真名c

c・ゲーリープレーヤーコースでの「日本

障害者オープン」に臨みました。2006

年優勝のジェフ・ニコラスが、2007年

の準優勝以来の日本障害者オープン参加と

いうことで、多少は上達した自分のゴルフ

で、ジェフと戦ってみたいと楽しみにして

いました。苦しい戦いでしたがジェフに競

り勝つ事ができ、日本オープン3連覇を達

成することができました。

そして2011年、3月の大震災の直後

に山口県宇部で開催された「障害者ゴルフ

中国・四国オープン」で優勝、5月の「片

麻痺オープン」でも障害総合の部で優勝で

きました。その試合後に、今夏にスウェー

デンで障害者ゴルフ史上初、国別対抗の世

界選手権大会が開催されるのですが、日本

代表4名枠に入れるという話をいただきま

した。この大会の代表に入ることが今年の

大目標だったので、大変嬉しいし名誉なこ

とだと思っています。日本代表として、恥

ずかしくないプレーをしてチームジャパン

のために少しでも力に承れるように、今は

スウェーデンの大会に向けて練習に励んで

います（2011年5月現在）。

振り返れば、強直性脊椎炎の発症が26

歳のときでした。そして強直性脊椎炎と診

断されたのが9年後の2006年35歳の時、

その年からリハビリでゴルフを再開して障

害者ゴルフに参加して5年が経ち、今年

2011年、40歳に在りました。

早かったような、長かったような14年

でしたが、自分にとっては一番辛く苦しい

時期がその中にありました。それまでは自

分はそこそこ強い人間だと勘違いしていま

したが、実際はとても弱く脆い人間で、ひ

とりでは何も出来ないという事も知ること

ができました。でも、その時期に世界観が

変わりました。そしてたくさんの人に助け

られて乗り越えさせてもらいました。

あんな辛く苦しい思いはもうしたくあり

ませんが、また来てもおかしくないという

覚悟はいつでもあります。そうすると以前

は当たり前と感じていたことが、当たり前

と思えなくなってきました。いろんな事が

ありがたく、感謝の気持ちが自然と出るよ
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二まで病気が進

憂分の体のどこ

ことができれば、

iことができる

三出来ないこと

；たくさん残さ

更えてくれまし

巨に目を向けて、

こて、出来るこ

コすること、そ

こめに大事なこ

薫に向かって努

、人生の喜び、

莫す。だからこ

巨ない、先も兄

と思い込んで

りも、病状が進

蓋、幸福感を感

㌻。

の力ではなく、

れた人たちのお

，ゴルフの再開、

事が、誰かの助

した。

らの自分の役割

あります。それ

！と「日本の障

知度を広めたい

分とは切り離せ

げで前以上にゴ

うになり、障害

生きがいを見出
iL両者とも、当

事者と、当事者に極めて近い存在にしか認

知されにくいという現状があります。自分

の経験ですが、ASのことを知らない人の

前では痛みを我慢したり、無理な動きをし

て極めて普通のフリをしたり、苦しい姿勢

で座り続けてみたりすることが正直ありま

す。ASの社会的な認知度の向上と理解は、

そんなことをしないで僕らAS患者がもっ

と自然に社会生活ができることに寄与する

と信じています。

そして、障害者ゴルフの認知度の向上と

理解は、様々な障害を抱えていてもゴルフ

というスポーツが出来る事を知ってもらい、

それが少しでも外に出るきっかけになって、

前向きな気持ちになれる障害者の方が培え

る助けになればと思います。
一般ゴルファーの方にも、撲らが鰹常者

と対等に、いえ、健常者攻上のプレーがで

きる事を知ってもらって、勇気や感動を少

しでも感じてもらえたらいいと思います。

お陰様で、現在日本国内の障害者ゴル

ファーとしては、トップレベルと言ってい

ただけるようになりました。自分ではあま

り自覚はないのですが・・・、。そのためか

時々、障害者ゴルフの試合で、ゴルフ雑誌

や新聞、ラジオの取材を受けることもあり

ますが、その時に必ず「強直性脊椎炎」の

病名と病状を出来るだけ書いていただくよ

うにお願いしています。AS患者が周りに

いない多くの方々に、雑誌や新聞、ラジオ

を通じてこんな病気があるのだと一人でも

多くの方に知ってもらえ逐ために役に立て

るなら、AS患者として、．これに勝る喜び

はありません。

－55－

これからも一人のAS患者として、障害

者ゴルファーとして、一日一日、自分にで

きる事を精一杯やっていきたいと思ってい

ます。

編集部註

小池さんは、今年の第1回障

害者ゴルフ世界選手権スウェー

デン大会に無事出場を果たさ

れ、団体で銅メダルを獲得、

個人でも4位に入賞されまし

た。そこに至るまでの小池さ

んの軌跡が、「週刊パーゴルフ」

2011年9月13日号に詳し

く掲載されております。

「週刊パーゴルフ」編集部の皆

さんのご厚意により、記事を

そのまま転載できることとな

りました。編集長はじめ編集部

の皆さん、ありがとうございま

す！！

がんばらないけどあきらめな

いのが病気に負けないコツと高

名なお医者さんが言われてまし

たが、小池さんの営みに接する

と、あきらめずにがんばってが

んばって頑張り抜くのが大事だ

なあとあらためて思わされまし

た。
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「言霊「
海擬護総経費鰹
蕪漣駿の醗長繕報紗ヴ播艶漣で鰭を
ん綾瀬発言し軽挙をい藁　轡輸蓮澄嬢諒塁

毒見∴舎圃綬藤棚輔弼粥醒纏労哩轍
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理詰慈恵妹分栴い形竜馬憩賎差違番聴嬉し

藷二五翰プ洩渡瀬撃夢一新遼急患夢赫稔扱

紫民事嫡調軸鞭濁漆蛙翻簿綾瀬徳
お飴醸夢や滞デイ一業シ〆忠恕糞態5魅謁

謡　態駐韓　蔀鮮鮮　たた　寒雲建　躁躁　経経翼毒
で穀討議寮簿館軒
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音」

癖が漉農穀　三太璃プ難敵雑粉ら敏
捷⑱屈の蕊寛や蔑毅詩、大義恵健番勅

集も落穂や雛鯛参集滅浩藍暗⑧

融観製糖髄闇鵡購忠明柏一離間
疎開餓悲報関彊懸躍す巻玉を献言撲
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